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銀行設立プランの凍結により
電子マネービジネスに転換

物事の本質を知ろうとする気持ちが
新たなイノベーションにつながっていく

下下

奥田　1998年にシリコンバレーから日本に戻り、

ソニー銀行の開設準備室の技術担当となられてか

らは、どんな仕事に携わったのですか。

宮沢　ネット専業銀行の立ち上げですから、ICカ

ードやインターネットの技術開発を行っていまし

た。ところが、本業のエレクトロニクス事業の業

績が急速に悪化し、年末の経営会議でこの構想は

凍結されてしまったのです（注：その後、ソニー銀

行は2001年4月に設立された）。

奥田　せっかく、新たな領域でのビジネスに着手

したのに……。

宮沢　こんなに業績の悪い企業に誰もお金を預け

てくれるわけがないと、銀行プロジェクトは解散と

なってしまいました。それならば、ソニーが開発し

た非接触ICカードFeliCaを使った電子マネービ

ジネスをやろうと、当時のメンバー5、6人で新しい

部署をつくりました。それが「Edy」の準備室でした。

奥田　Edyというネーミングの由来が面白いで

すね。

宮沢　ユーロとドルと円の組み合わせですね。ソ

ニーでは、ネーミングとそのデザインの決定には

社長の了解が必要でした。いろいろな案を出した

のですが、当時、出井さんからは、オールジャパ

ンの電子マネーとするためソニーの名は出しては

ならないと厳命されており、Edyというネーミング

を提案したときは満面の笑顔で「グローバルでや

るんだな」と了解してくれました。そのとき出井さ

んが「これはイデイとも読めるな」とおっしゃり、ま

ったくそれに気づいていなかったメンバーは「そう

ですね」と話を合わせるしかなかったことを思い出

します（笑）。

奥田　なるほど（笑）。宮沢さんご自身としては、

ネット銀行構想がいったんご破算になっても、金

融のカテゴリーで仕事を続けられるわけですが、

その理由は何だったのでしょうか。

宮沢　当時、FeliCaが初めて採用された香港の

オクトパスカード（交通系ICカード）の利用状況

の視察に行ったのですが、「これは世の中を変える

技術だ」と思ったことが理由の一つですね。そして、

自分の天職かもしれないと思いました。実はソニー

に入社したのは、世の中にないものをつくり、人々

の生活を便利で豊かなものにしたいという思いから

でした。

奥田　ソニースピリットそのものですね。そうした
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思いは、幼い頃から抱いていたのですか。

宮沢　好奇心旺盛な子どもだったことは間違いな

いですね。祖父が買ってくれたクルマなどのおもち

ゃを、私は必ず分解してバラバラにしてしまうので

す。でも、それをすべて組み立て直し、元の姿に

戻すことができました。周囲の大人はそれを見て

驚きましたが、いろいろなものの仕掛けが知りたく

て仕方なかったんですね。それから、私は東京の

環状7号線のそばに住んでいたのですが、そこを走

るクルマの車種と年式をすべて言い当てることが

できたんです。

奥田　神童ですね。

宮沢　それはどうかわかりませんが、物事の本質

は何なのかという探究心と新たな技術を使って世

の中にないものをつくりたいという思いにつながっ

たことはたしかですね。最近は人の名前を忘れる

ことが多くなりましたが、技術については決して忘

れることはありません。

奥田　宮沢さんは、ソニーから楽天を経てスター

トアップのソラミツに移られましたが、そこにはど

んな経緯があったのでしょうか。

宮沢　私は01年から16年までフィンテックに携わ

っていましたが、後半は政府対応や対外交渉の仕

事が多く、資金決済法（09年公布）の制定にあた

っては電子マネー業界の代表として金融審議会の

メンバーとなり、さまざまな議論やプレゼンテーシ

ョンを行っていました。

　ソラミツの創業メンバーと出会ったのは楽天在

籍中の16年4月のことで、当時、経済産業省の先

端技術研究会の座長を務めていたとき、ブロック

チェーンの研究者から紹介されたのがそのきっか

けです。

奥田　ソラミツは16年2月創業ということですか

ら、お会いになったときはまさにできたばかりです

ね。でも、そのわずか4年後には世界初の中央銀

行デジタル通貨「バコン」をカンボジアで実用化

してしまうのですから、その成長スピードにも驚き

ます。

宮沢　そうですね。実際に話を聞いてみると、私

の質問に対する答えがとても的確で、最初からグ

ローバルで勝負する姿勢がとてもいいと思いまし

た。また、リナックス・ファウンデーションがブロ

ックチェーンの標準仕様を募集したのですが、270

社応募したうちの3社に選ばれたのです。ちなみに

他の2社は、米IBMと米Intel（インテル）です。

奥田　それもまたすごい！

宮沢　当時、私は次にどんなテーマに取り組むか

考えていましたが、ソラミツが進めるブロックチェ

ーン技術はかつて手がけたEdyの延長線上にある

と考え、彼らの求めに応じて17年1月に参加したわ

けです。

奥田　宮沢さん自身、起業家的でスピーディーな

動きをされているように感じます。

宮沢　Web2.0の時代は、公平だったはずのネッ

トの世界でGAFAなどのプラットフォーマーに富

が集中し、日本はその波に乗ることができませんで

した。けれどもWeb3の時代は、ブロックチェーン

技術によりプラットフォーマーなしに直接相手にア

クセスすることが可能になるため、逆転するチャン

スが日本にはあると見ています。

　ただ、ブロックチェーンは発展途上の技術であ

るため、大手企業は手を出しにくい状況にありま

す。だからこそ、失うもののないスタートアップの

出番であると思います。

奥田　日本の産業の復権のためにも、早いうちに

グローバルで戦う必要があるのですね。

宮沢　そうですね。既存技術にこだわったり、過

剰な法規制が残っていたりすると、世界から5年、

10年遅れてしまうでしょう。

　ところで奥田さんはさきほど「起業家的」とおっ

しゃいましたが、実は私の祖父も父も起業家なん

ですよ。祖父は海軍から国鉄に移り、定年後に不

動産業を始めて、その後、飲食業や手乗り文鳥の

販売まで成功させました。そして、父はお金持ち

向けの娯楽「鳩レース」の創始者でした。競馬と

同様、血統が重視され「種鳩」の売買まで行われ

ていたそうです。もっとも、私には祖父や父のよう

に儲ける才覚はありませんでしたが（笑）。

奥田　新しい事業を起こすという宮沢家とソニー

の遺伝子は、しっかりと受け継がれてきたというこ

とですね。これからも新たなイノベーションの創出

を期待しております。
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　宮沢和正さんに、まずは感謝しなくてはならない。そ
のワケはこうだ。人は誰も「理解したいこと」をもって
いる。私の場合は「電子マネー」がそのひとつだ。理解
したいと思いつつ、その機会をつかめないまま時が過ぎ
た。困ったことに、電子マネーの世界はインターネット
の到来とともに、どんどん技術領域を広げ、理解が追
いついていかない。極めつきは「ビットコイン」の登場だ。
暗号資産とか仮想通貨という代物を理解したいと思い
つつ、ブロックチェーンという言葉に目眩がして、「もう
いいか、高齢だし」という甘いささやきに負けて最近ま
ですごしてきた。そうした後ろめたさを、宮沢さんはさ
らりとぬぐってくれた。
　その日、いつも通り、私はパソコンで新聞記事をチェッ
クしていた。おやっ!?　少し瞳孔が開いた。「カンボジ
アは10月28日、ブロックチェーンによって日本企業が
設計し、カンボジア中央銀行が後押しするデジタル通
貨の導入を正式に発表した」という趣旨の記事が目に飛
び込んできた。その通貨の名称は『バコン』、開発した
会社は『ソラミツ』。2020年のことだ。記事を読みながら、
変わった名前の企業だなと思った。ソラミツとは『古事
記』にある「そらみつ　大和の国に　雁卵産と聞くや」で、
「大和（やまと）」にかかる枕詞。世界を覆うスケールの
会社になろうという思いを込めた社名だ。

　世の中はコロナ禍の真っ只中。こうした社会環境にあ
りながらも、よくぞ遠い国の大きなシステム商談が成立
したものだ、と感心した。どんな人が推進しているのだ
ろうか。会いたいと思った。宮沢和正さんは、そのソラ
ミツの社長だ。対談当日はいつになくワクワクした。な
ぜなら、念願の「理解したいこと」を今日こそ学べるか
らだ。核心部分は根掘り葉掘り聞いた。デジタル通貨
と暗号資産は異なる概念である、と。そうなんだ。電子
マネーの「Edy」「Suica」と同じであり、カンボジアで
はそれをネット上の決済通貨としたというわけだ。
　「世の中にないものをつくりたい」「世界のスケールで
考える」。宮沢さんの思いがひしひしと伝わってくる対
談であった。
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